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１ 診療科目・医療機能・病床規模の検討イメージ

（１）現状（診療科目等）をベースに現状把握
→２病院のDPCデータ等（コンサル分析）

（２）現状から新設、拡充、縮小、廃止する
診療科・医療機能の整理

→２病院と医師会との協議（機能分化）

（３）中核病院の診療科目、医療機能、病床規模の決定
※病床規模（医療機能・病床数）は、検討委員会での検討結果を基に、地域医療構想を踏まえ、県や関係機関と
協議・調整した後に決定する。

（１）現状（診療科目等）をベースに現状把握
→２病院のDPCデータ等（コンサル分析）

（２）現状から新設、拡充、縮小、廃止する
診療科・医療機能の整理

→２病院と医師会との協議（機能分化）

（３）中核病院の診療科目、医療機能、病床規模の決定
※病床規模（医療機能・病床数）は、検討委員会での検討結果を基に、地域医療構想を踏まえ、県や関係機関と
協議・調整した後に決定する。

※DPC（包括医療費支払い制度）
病名や手術、処置等の内容に応じた1日当たりの定額の医療費を基本
として全体の医療費を計算する方式
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１ 診療科目・医療機能・病床規模の検討イメージ

急性期（100床） 急性期（118床）

回復期（57床）

慢性期（59床）

急性期（●床）

回復期（●床）

慢性期（廃止）

萩市民病院 都志見病院

中核病院（ベース案）

急性期（新設・拡充）

回復期（新設・縮小）

・萩医療圏（２次医療圏）で必要な医療
・他圏域へ流出している医療

圏域の医療機関との機能分化

他圏域との役割分担の明確化

萩市医師会との協議

急性期（●床）

回復期（●床）

中核病院（最終案）

現状から想定した必要病床数を算出

※人材面・経営面も考慮

W
G

ワーキング
グループ
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２ 病床規模 （萩医療圏の病床数の現状）
（令和元年度末ؙ時点）

萩市民病院 都志見病院 小計 玉木病院
萩むらた

病院
花宮医院

なかむら
レディース
クリニック

萩慈生病院 全眞会病院 見島診療所 小計

高度急性期
急性期 100 118 218 40 16 16 10 2 84 302
回復期 57 57 57
慢性期 59 59 111 60 184 108 463 522
合計 100 234 334 151 76 16 10 184 108 2 547 881

【慢性期】 都志見病院ؙ▲29床（廃止）

萩慈生病院ؙ▲40床（介護に移行）ؙؙ全眞会病院ؙ▲54床（介護に移行）

萩市民病院 都志見病院 小計 玉木病院
萩むらた

病院
花宮医院

なかむら
レディース
クリニック

萩慈生病院 全眞会病院 見島診療所 小計

高度急性期
急性期 100 118 218 40 16 16 10 2 84 302
回復期 57 57 57
慢性期 30 30 111 60 144 54 369 399
合計 100 205 305 151 76 16 10 144 54 2 453 758

構想の差
高度急性期 24
急性期 178
回復期 181 57 60
慢性期 369 ▲ 137 30
合計 453 162 305 234

機能

ؙؙ市民病院・都志見病院以外

 合計（A)

機能

ؙؙ市民病院・都志見病院以外

合計

機能
地域医療構想 市民病院・都志見以外の病院

現状移行 医師会（案） 中核病院（案）

181
232
615

200～300床

（必要病床数）

202 84 118 218 174

2025年までの減病床予定

（地域医療構想）

萩市民病院と都志見病院の合計病床数（中核病院の病床数）
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３ 萩医療圏 人口推計

国立社会保障・人口問題研究所に準じた推計（R2年5月推計）

53,023 

31,210 

11,548 

9,645 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2015 2020 2025 2030 2035 2040

萩保健医療圏の人口推計

全体 75歳以上

2015 2020 2025 2030 2035 2040

全体 53,023 48,352 43,757 39,352 35,198 31,210

75歳以上 11,548 11,261 11,900 11,936 11,023 9,645

0.45
0.52
0.55

0.840.83

0.59

0.4

0.6

0.8

1

1.2

2015 2020 2025 2030 2035 2040

年齢階級別の変化率

15未満 15～64 65～74 75以上 全体

2015年（H27年）を１とした場合の年齢階級別の変化率
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萩市内の主な地域と救急搬送が多い医療機関の位置関係

４ 救急搬送状況

出所:日本医師会地域医療情報システム

萩

旭

須佐

田万川

山口赤十字病院

益田赤十字病院

済生会山口総合病院

車で45～60分

車で30～40分

車で40～50分

車で10～20分
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施設名称

機能別病床数

救急 常勤医師数 救急受入件数高度
急性期 急性期 回復期 慢性期 合計

萩市民病院 0 100 0 0 100
救急告示
2次救急 15 799

都志見病院 0 118 57 59 234
救急告示
2次救急

18 881

玉木病院 0 40 0 111 151
救急告示
2次救急 3 468

萩むらた病院 0 16 0 60 76
救急告示
2次救急

3 256

萩慈生病院 0 0 0 184 184 × 2 0

全眞会病院 0 0 0 108 108 × 2 0

萩医療圏合計 0 302 57 522 881 46 2,404

済生会山口総合病院 114 196 0 0 310 救急告示
2次救急 57 2,410

総合病院山口赤十字病院 155 247 0 0 475 救急告示
2次救急

78 2,053

益田赤十字病院 40 236 0 0 276 救急告示
2次救急

44 2,865

萩医療圏および周辺の病院と救急受入状況

【救急搬送状況】
救急を受け入れている医療機関は圏内に4施設あり、萩市民病院と都志見病院が
中心となっている

出所:山口県 病床機能報告2018年度

萩医療圏

萩市内からの
救急搬送の多
い医療機関
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 萩市の救急搬送件数はH28年度以降大きな増減なく3,100件前後
で推移している。

 65歳以上が73%を占め、高齢になるほど中等症以上の割合も増加
している。

 発生地域別では萩地域が最も多いが、そのうち528件は転院搬送
となっている。

 萩市で発生した救急は、転院搬送を除くと、益田市に近接の須
佐・田万川地域や山口市に近接の旭地区以外は、ほぼ市内で完結
しており、市外への流出はわずかである。

萩市の救急搬送状況

【救急搬送状況】
萩市内で発生した救急は、市境の地域を除くとほぼ萩市内で完結している

2,942 3,027 3,177 3,115

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H29年度 H30年度H28年度 R元年度

(件)

16%

18%

46%

50%

31%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死亡 重症 中等症 軽症
R元年度
傷病程度
(全年齢)

3,1153%

その他

5%

(65歳以上) 2,2763% 3%

23% 73%

65歳以上15-64歳
R元年度
年齢構成

0-14歳

3,1154%

1,729

181 167 154 108 90 62 54

528

14 11 7
0

500

1,000

1,500

2,000

須佐萩市 むつみ福栄田万川 阿武町 旭 川上

2

(件)

4 4

急病・一般負傷等
転院搬送

転院搬送を除く発生地区別搬送先割合（R元年度）

発生地区別搬送件数（R元年度）
萩市内の救急搬送件数推移

萩市 田万川 須佐 阿武町 福栄 旭 むつみ 川上

萩市 99.7% 6.1% 19.6% 97.9% 98.0% 76.2% 94.8% 100.0%

益田市 0.1% 92.6% 79.1% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

山口市 0.2% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 23.8% 3.4% 0.0%

宇部市 0.0% 1.2% 0.7% 0.7% 2.0% 0.0% 1.7% 0.0%

長門市 0.1% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

搬送先

発生地域

出所:萩市提供 救急搬送データ
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 転院搬送は重症や中等症の患者の搬送であり、萩市民病院と都志
見病院への転院が半数以上を占めている。

 山口大学附属病院や済生会山口総合病院への転院搬送は重症者が
多く、高度急性期を担う病院へ転送されていることがうかがえる。

 市外への搬送は骨折、脳梗塞、クモ膜下出血が上位を占めている。
診療科では内科、脳神経外科、整形外科、循環器科が上位を占めている。

萩地域の転院搬送の内訳 須佐・田万川地域を除く萩市内から市外への搬送の内訳

【救急搬送状況】
転院搬送は、萩市民病院と都志見病院への転院が半数を占めている。
市外への搬送は骨折、脳梗塞、クモ膜下出血が上位を占めている。

56%
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175

40

119

49
33 29 27

1015
31

死亡

中等症
重症

累計構成比
軽症

死亡 重症 中等症 軽症

山口大学医学部附属病院 0% 75% 25% 0%

山口赤十字病院 0% 31% 59% 10%

済生会山口総合病院 0% 49% 37% 15%

山口県立総合医療センター 0% 57% 40% 3%

長門総合病院 2% 27% 41% 29%

山口宇部医療センター 0% 63% 33% 4%

その他 0% 31% 53% 16%

傷病程度

搬送先医療機関
R元年度 萩地域の搬送先医療機関別救急搬送件数

須佐・田万川地域を除く萩市内から市外への救急搬送割合（H28-R元年度）

9%
6%

5%
4%
3%

46%

3%

髄膜炎

切迫早産3%

切断

大動脈解離

脳梗塞

胆管炎

癌

脱臼狭心症

骨折

脊髄損傷

クモ膜下出血

けいれん

3%

消化管出血

肺炎

不整脈
脳腫瘍

呼吸不全

脳出血
その他

心不全

疾患別
（全714件）

30%

19%17%

11%

7%

6%
6%

脳神経外科

内科

整形外科

3%

循環器科

産科

消化器科

全科

外科 その他

想定診療科別
（全714件）

※想定診療科とは
実際の救急医療現場に即した観点で診療科を割り当てたもの。
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 須佐・田万川地域から市外への搬送先は74%が益田赤十字病院で
ある。

 須佐・田万川地域の２次救急については、益田市等と協約を締結
し、距離的に近い益田医療圏の病院へ搬送

須佐・田万川地域の市外搬送の内訳

【救急搬送状況】
須佐・田万川地域から市外への搬送の多くは益田赤十字病院へ運ばれている。
（益田市等と２次救急搬送に係る協約を締結）
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R元年度 須佐・田万川地域の市外への搬送先医療機関別救急搬送件数
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【参考】 中核病院別 診療科別医師数

標榜診療科
常勤

医師数
標榜診療科

常勤

医師数
標榜診療科

常勤

医師数
標榜診療科

常勤

医師数
標榜診療科

常勤

医師数
標榜診療科

常勤

医師数

内科 8 内科 2 内科 9 内科 15 総合診療内科 3

血液内科 非常勤 血液糖尿病内科 1 血液・糖尿病内科 3 血液内科 1

腎臓内科 非常勤 腎臓 4 腎臓内科 3

内分泌・代謝内科 2

呼吸器科 1 呼吸器 1 呼吸器内科 1

消化器科 2 消化器内科 非常勤 消化器内科 4 消化管・肝胆膵 6 消化器内科 5 消化器内科 5

肝臓内科 非常勤

糖尿病 2

膠原病 2

循環器科 5 循環器内科 非常勤 循環器内科 非常勤 循環器内科 2 循環器内科 5 循環器科 4

神経内科 非常勤 脳神経内科 非常勤 神経内科 非常勤 脳神経内科 3 神経内科 1 脳神経内科 4

心療内科 非常勤

小児科 2 小児科 2 小児科 7 小児科 非常勤 小児科 3

外科 3 外科 6 外科 5 外科 8 外科 8 外科 5

乳腺外科 1 乳腺外科 1

呼吸器外科 2

心臓血管外科 非常勤 心臓血管外科 4

消化器外科 1

整形外科 2 整形外科 2 整形外科 2 整形外科 6 整形外科 6 整形外科 5

形成外科 非常勤

脳神経外科 1 脳外科 非常勤 脳神経外科 2 脳神経外科 2

皮膚科 非常勤 皮膚科 非常勤 皮膚科 3 皮膚科 非常勤 皮膚科 非常勤

泌尿器科 1 泌尿器科 2 泌尿器科 4 泌尿器科 3 泌尿器科 4

産婦人科 1 産婦人科 2 産婦人科 8 産婦人科 1 産婦人科 4

眼科 非常勤 眼科 1 眼科 1 眼科 非常勤 眼科 非常勤

耳鼻咽喉科 1 耳鼻咽喉科 非常勤 耳鼻咽喉科 4 耳鼻咽喉科 1 耳鼻咽喉科 非常勤

放射線科 2 放射線科 2

麻酔科 4 麻酔科 5 麻酔科 1

緩和ケア外来 1 緩和ケア外来 2 緩和ケア 3

歯科口腔外科 歯科医3 歯科口腔外科 歯科医1

精神科 非常勤

放射線科 1 放射線科 1 放射線科 1 放射線科 2

リハビリテーション科 2 リハビリテーション科 1

常勤医師数 計 16 常勤医師数 計 16 常勤医師数 計 25 常勤医師数 計 78 常勤医師数 計 57 常勤医師数 計 44

注記：常勤医師数の内訳は、関連のある診療科間で重複する場合がある

済生会山口病院 益田赤十字病院萩市民病院 都志見病院 ⾧門総合病院 山口赤十字病院

整形と重複

重複
重複

重複
重複

重複

外科と重複

整形と重複
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【参考】 医療圏別病床機能 （１）萩医療圏

萩市民病院 100 100

都志見病院 234 118 57 59 慢性期▲29（廃止）

玉木病院 151 40 111

萩むらた病院 76 16 60

萩慈生病院 184 184 慢性期▲40（移行）

全眞会病院 108 108 慢性期▲54（移行）

花宮医院 16 16

なかむらレディース 10 10

見島診療所 2 2

圏 域 計 881 0 302 57 522 0

地域医療構想必要病床数 615 24 178 181 232
「移行」は、介護保険施設等（介護医療院、介護老人保健施設、介護老人福祉施設等）への移行予定

2025年予定施設名称 全体
急性期 回復期 慢性期 休棟中

内   訳
高 度
急性期

１市１町 （H30年7月1日時点）
814.26 ㎢

61.1 人/㎢

49,790 人

15歳未満 4,596 人

15～64歳 23,726 人

65歳以上 21,468 人

高齢化率 43.1%

構成市町村数
面  積

人口密度

人  口
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【参考】 医療圏別病床機能 （２）⾧門医療圏

１市 （H30年7月1日時点）

375.29 ㎢

89.5 人/㎢

33,570 人

15歳未満 3,242 人

15～64歳 16,008 人

65歳以上 14,320 人

高齢化率 42.7%

構成市町村数

面  積

人口密度

人  口

⾧門総合病院 301 210 38 53 急性期▲4（廃止）

岡田病院 148 100 48

斎木病院 90 46 44

俵山病院 60 60
慢性期▲60
(廃止▲10、移行▲50)

斉藤医院 19 19

持山外科整形外科医院 19 19 休棟中▲19（廃止）

木村クリニック 14 14

國司眼科医院 2 2

圏 域 計 653 0 389 38 205 21

地域医療構想必要病床数 437 29 149 131 128

「移行」は、介護保険施設等（介護医療院、介護老人保健施設、介護老人福祉施設等）への移行予定

2025年予定施設名称 全体
急性期 回復期 慢性期 休棟中

内   訳

高 度
急性期
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【参考】 医療圏別病床機能 （３）山口防府医療圏

山口県立総合医療センター 490 275 156 59

綜合病院山口赤十字病院 475 155 247 25 48

高度急性期▲36(廃止)

急性期▲58(廃止)

回復期＋44

休棟中▲48（廃止）
済生会山口総合病院 310 114 196
小郡第一総合病院 182 137 45
三田尻病院 144 94 50
阿知須同仁病院 138 30 108 慢性期▲60（移行)
阿知須共立病院 135 45 90
防府胃腸病院 120 120
桑陽病院 108 60 48
山口博愛病院 98 53 45
緑町三祐病院 86 32 54
松本外科病院 80 36 44
佐々木外科病院 54 54
林病院 50 20 30
かしだ産婦人科クリニック 19 19
あんの循環器内科 19 19
防府耳鼻咽喉科医院 14 14
アベ産婦人科クリニック 14 14
ながやレディースクリニック 10 10
大西眼科 10 10
手山産婦人科 10 10
小林眼科 3 3

施設名称 全体
内   訳

2025年予定高 度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中

２市

1,212.6 ㎢

255.8 人/㎢

310,201 人

15歳未満 39,979 人

15～64歳 178,914 人

65歳以上 91,308 人

高齢化率 29.4%

人  口

構成市町村数

面  積

人口密度

（H30年7月1日時点）
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【参考】 医療圏別病床機能 （３）山口防府医療圏

防府リハビリテーション病院 412 45 367
回復期＋52

慢性期▲152（移行)
山口リハビリテーション病院 180 124 56
柴田病院 60 60
吉田整形外科 19 19
ハートクリニック南山口 19 19
木村脳神経・外科内科 19 19
山口若宮病院 229 173 56 休棟中▲56（廃止）
済生会湯田温泉病院 142 142
山口病院 79 79
丘病院 37 37
山本内科医院 19 19
山本内科医院 19 19
林外科医院 19 19
澤田医院 19 19
よしかね循環器内科 17 17
光山医院 16 16
光山医院山口 3 3
村田外科胃腸科 4 4

圏 域 計 3,881 544 1,379 574 1,276 108
地域医療構想必要病床数 3,567 508 1,265 730 1,064

「移行」は、介護保険施設等（介護医療院、介護老人保健施設、介護老人福祉施設等）への移行予定

施設名称 全体
内   訳

2025年予定高 度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中
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【参考】 医療圏別病床機能 （４）益田医療圏

１市２町 （H30年7月1日時点）

1,367.62 ㎢

43.2 人/㎢

59,069 人

15歳未満 6,869 人

15～64歳 28,887 人

65歳以上 23,313 人

高齢化率 39.5%

構成市町村数

面  積

人口密度

人  口

益田赤十字病院 276 40 236

益田地域医療センター 343 60 147 136 慢性期▲44（移行）

津和野共存病院 99 50 49 休棟中▲49（移行）

六日市病院 110 50 60

金島胃腸科外科 19 19 休棟中▲19（廃止）

圏 域 計 847 40 396 147 196 68

地域医療構想必要病床数 599 47 200 179 173

「移行」は、介護保険施設等（介護医療院、介護老人保健施設、介護老人福祉施設等）への移行予定

2025年予定施設名称 全体

内   訳

急性期 回復期 慢性期
高 度
急性期

休棟中


